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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
な
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
日
頃
は
、
当
会
の
事
業
運
営
に
ご

協
力
、
ご
支
援
い
た
だ
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
広
報
誌
の
発
行
第
50

号
と
な
る
記
念
号
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。
当
会
設
立
（
昭
和
56
年
６

月
（
１
９
８
１・６
））
の
後
、
平
成

５
年
７
月
（
１
９
９
３・
７
）
に
会

員
の
情
報
共
有
や
、
経
営
に
資
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
創
刊
号
が
発
行
さ
れ

て
か
ら
、
毎
年
２
回
の
発
行
を
行
い
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
創
刊
号
発

行
当
時
と
現
在
の
状
況
を
比
べ
る
と
、

紙
面
内
容
も
充
実
し
、
多
岐
に
わ
た

り
活
動
状
況
が
見
て
取
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
紙
面
の
大
き
さ
も
、

当
初
は
、
事
務
局
が
担
当
し
Ｂ
５
版

４
ペ
ー
ジ
2
色
刷
り
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
第
５
号
よ
り
事
業
委
員

会
が
担
当
の
後
、
平
成
25
年
に
広
報

委
員
会
の
発
足
に
伴
い
、
第
41
号
よ

り
広
報
委
員
会
が
担
当
し
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
Ａ
４
版
16
ペ
ー
ジ
カ

ラ
ー
版
と
な
り
、
カ
ラ
フ
ル
で
、
読

み
や
す
い
紙
面
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
広
報
誌
か
ら
、
当
会
の
歴
史
を
垣

間
見
ま
す
と
、青
年
部
会（
Ｈ
８・２
）

及
び
女
性
部
会
（
Ｈ
11
・
11
）
の
設

立
が
当
会
の
活
動
を
大
き
く
変
え
た

こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
両
部
会
発
足
に
よ
り
、
青
少

年
育
成
活
動
や
、
恵
ま
れ
な
い
子
供

達
・
介
護
老
人
等
社
会
的
弱
者
へ
の

社
会
貢
献
活
動
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
回
収
等
に
よ
る
地
球
環
境

保
護
活
動
、
租
税
教
室
等
に
よ
る
税

知
識
の
普
及
活
動
な
ど
、
充
実
し
た

活
動
に
よ
り
地
域
社
会
と
の
結
び
付

き
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
い
ま
だ
復
興
途
中
の
未
曽

有
の
震
災
「
東
日
本
大
震
災
（
Ｈ

23
・
３
・
11
）」
に
お
け
る
被
災
地

へ
の
応
援
活
動
の
取
組
み
、
そ
し
て
、

当
会
の
経
営
形
態
を
大
き
く
変
え
た

社
団
法
人
か
ら
公
益
社
団
法
人
化
へ

の
移
行
の
歴
史
等
も
会
報
誌
か
ら
読

み
取
れ
ま
す
。
税
制
改
正
に
伴
う
研

修
会
や
経
営
等
支
援
に
関
す
る
各
種

セ
ミ
ナ
ー
、
税
の
広
報
等
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
活
動
模
様
も
掲
載
さ
れ
、
会

員
の
情
報
共
有
の
場
と
し
て
の
役
割

を
発
揮
し
て
い
る
模
様
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」
と
申
し
ま
す
。

今
後
も
、
創
刊
時
の
会
報
の
目
的
で

あ
る
会
員
の
情
報
共
有
、
経
営
の
サ

ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
を
十

分
発
揮
し
、
会
員
法
人
の
発
展
に
資

す
る
と
と
も
に
、
広
報
誌
内
容
の
一

層
の
充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
会
の

喫
緊
の
課
題
の
一
つ
に
会
員
増
強
が

あ
り
ま
す
。
会
員
数
は
、
平
成
11
年

度
以
降
減
少
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
、
広
く
法
人
会
活
動
を
世
の
中

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
充
実
し
た
活
動
を

行
う
た
め
に
も
、
会
員
を
増
や
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
つ

き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
に
は
、

当
会
の
事
業
運
営
に
積
極
的
に
参
画

さ
れ
る
と
と
も
に
、
お
知
り
合
い
の

非
会
員
の
方
々
に
、
法
人
会
へ
の
加

入
勧
奨
を
様
々
な
機
会
を
通
し
て
実

施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

会
長　

渡
　
邊
　
大
　
助

（
仙
南
信
用
金
庫
理
事
長
）

新
年
の
ご
挨
拶

謹
賀
新
年

　
平
成
29
年
度
に
お
け
る
大
河
原
税

務
署
納
税
表
彰
式
は
11
月
13
日
に
大

河
原
町
「
ラ
ラ
・
さ
く
ら
」
に
お
い

て
、
優
良
申
告
法
人
表
彰
は
受
賞
者

事
務
所
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
東
北
六
県
法
人
連
合
会

会
長
表
彰
は
11
月
14
日
仙
台
市
「
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
挙

行
さ
れ
、
当
会
か
ら
は
次
の
四
氏
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
申
告
納
税
制

度
の
普
及
発
展
及
び
永
年
に
わ
た
る

法
人
会
活
動
の
功
績
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

（
肩
書
は
現
役
職
・
敬
称
略
）

◇
大
河
原
税
務
署

　
納
税
表
彰

　
　
　
　
理　
事　
吉
野　
敏
明
氏

　
優
良
申
告
法
人
表
彰

　
　
㈱
開
発
商
事　
高
橋　
敏
男
氏

◇
東
北
六
県
法
人
会
連
合
会
表
彰

　
　
　
　
理　
事　
吉
見　
光
宣
氏

　
　
　
　
理　
事　
菅
野　
八
郎
氏

四氏が表彰の栄誉に輝く

大河原税務署表彰

高橋　敏男氏 吉野　敏明氏

東北六県法人会連合会会長表彰

菅野　八郎氏 吉見　光宣氏

会
長

　
渡
邊
　
大
助（
白　
石
）

　
　
仙
南
信
用
金
庫

筆
頭
副
会
長

　
村
上
　
睦
夫（
白　
石
）

　
　
㈱
朝
文
堂

副
会
長

　
四
竈
　
　
均（
白　
石
）

　
　
㈱
ホ
テ
ル
い
づ
み
や

　
久
保
内
忠
男（
角　
田
）

　
　
㈲
久
保
内
電
気
工
業
所

　
大
沼
　
毅
彦（
柴　
田
）

　
　
㈱
サ
カ
モ
ト

　
櫻
井
　
淳
一（
大
河
原
）

　
　
朝
日
工
業
㈱

　
佐
藤
　
義
信（
蔵　
王
）

　
　
丸
山
㈱

　
春
日
部
泰
昭（
丸　
森
）

　
　
㈱
春
日
部
組

　
鈴
木
　
正
司（
川　
崎
）

　
　
㈲
鈴
木
設
備
工
業
所

　
大
沼
　
克
巳（
村　
田
）

　
　
オ
オ
ヌ
マ
㈱

　
梅
津
　
政
志（
七
ヶ
宿
）

　
　
㈲
ク
リ
キ
ク
七
ヶ
宿

2平成30年１月 ● 法人ニュース仙南　第50号



　

最
近
、「
自
己
肯
定
感
」
と

い
う
言
葉
を
、
耳
に
す
る
機
会

が
増
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
昨
年
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
「
逃
げ
る
は
恥
だ

が
役
に
立
つ
」
の
中
で
も
、
自

尊
感
情
と
い
う
心
理
学
用
語
と

絡
め
て
、
自
己
肯
定
感
が
大
き

く
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
自
ら
の
価
値
や
存
在
意
義

を
肯
定
で
き
る
感
情
」
が
、
自

己
肯
定
感
の
意
味
す
る
所
な
の

で
す
が
、実
は
こ
の
感
情
、キ
ャ

リ
ア
形
成
に
お
い
て
も
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
新
卒
の
就
活
支
援

や
社
会
人
の
転
職
支
援
の
現
場

で
私
が
感
じ
た
思
い
を
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．「
エ
ン
ト
リ
ー
シ—

卜
が

　
　
書
け
な
い
！
」
〜
大
学
生

　
　
の
悩
み

　
新
卒
の
就
活
の
第
一
関
門
は
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
で

す
。
ほ
ぼ
全
て
の
企
業
で
問
わ

れ
る
の
は
、
自
己
Ｐ
Ｒ
（
自
分

の
強
み
を
キ
ー
ワ
ー
ド
化
し
、

そ
れ
を
裏
付
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
披
露
す
る
も
の
）
な
の
で
す

が
、
こ
れ
で
苦
戦
す
る
学
生
が

多
い
の
で
す
。「
先
生
、
自
己

Ｐ
Ｒ
に
書
け
る
よ
う
な
、
凄
い

体
験
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
！
」
と
、
毎
年
の
よ
う
に
悲

痛
な
叫
び
を
あ
げ
る
学
生
に
出

会
い
ま
す
。

　
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
や
ア
ル
バ

イ
ト
経
験
の
中
で
頑
張
っ
て
成

果
を
上
げ
た
こ
と
や
、
周
り
か

ら
褒
め
ら
れ
た
り
喜
ば
れ
た
り

し
た
こ
と
を
書
け
ば
大
丈
夫
と

説
明
す
る
と
、
大
半
の
学
生
は

安
堵
の
笑
顔
を
見
せ
て
、
自
分

の
こ
れ
ま
で
の
行
動
の
振
り
返

り
の
作
業
に
取
り
組
み
始
め
ま

す
。

　
と
こ
ろ
が
、
本
当
に
何
も
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
出
て
来
な
い
学
生

が
、
毎
年
一
定
数
い
る
の
で
す
。

　
「
頑
張
っ
た
こ
と
が
な
い
、

人
に
褒
め
ら
れ
た
こ
と
も
な
い
、

1
年
前
の
こ
と
な
ん
て
覚
え
て

い
な
い
」
と
…
。
最
悪
の
場
合
、

過
去
の
自
分
と
向
き
合
う
作
業

に
、
嫌
気
が
さ
し
て
就
活
を
投

げ
出
し
て
し
ま
い
、
フ
リ
ー

タ
ー
で
い
い
で
す
と
、
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
後
ろ
向
き
の
迷

路
に
入
り
込
ん
で
し
ま
う
学
生

は
、「
で
も
し
か
進
学
組
」
に

多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
自
分
の
成
績
な
ら
、
こ
の
学

校
「
で
も
」
仕
方
な
い
か
、
こ

の
学
校
「
し
か
」
行
く
所
は
な

い
か
な
ど
、
進
学
と
い
う
入
口

の
段
階
で
敗
北
感
を
抱
き
、「
自

分
は
ど
う
せ
こ
の
程
度
」
と
い

う
感
情
を
引
き
ず
っ
た
ま
ま
、

学
生
生
活
を
送
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。

　
中
に
は
、
入
口
の
段
階
で
は
、

「
で
も
し
か
進
学
組
」
だ
っ
た

も
の
の
、
そ
の
後
、
一
念
発
起

し
て
勉
学
に
励
み
、
成
績
が
上

が
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
信
が

つ
き
、
イ
キ
イ
キ
と
し
た
表
情

で
就
活
に
取
り
組
む
学
生
も
い

ま
す
。

成
長
し
た
自
分
を
肯
定
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
、
世
界
が
広
が

り
、
入
学
時
に
は
想
像
も
で
き

な
か
っ
た
よ
う
な
優
良
企
業
か

ら
内
定
を
獲
得
し
た
学
生
も
数

多
く
見
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
学
生
を
一
人
で
も
多
く
増

や
す
こ
と
が
、
支
援
に
携
わ
る

者
の
使
命
だ
と
、
改
め
て
思
い

ま
す
。

2
．
若
手
社
会
人
の
一
部
に
見

　
　
ら
れ
る
、
高
す
ぎ
る
自
己

　
　
肯
定
感

　
で
は
、
自
己
肯
定
感
は
高
け

れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
と
、
高

す
ぎ
る
自
己
肯
定
感
と
い
う
の

も
、
実
は
困
っ
た
も
の
な
の
で

す
。

　
転
職
支
援
の
現
場
で
は
、「
自

分
は
何
で
も
で
き
る
、
自
分
ほ

ど
の
者
は
な
い
」
と
い
う
自
信

に
満
ち
溢
れ
た
若
手
社
会
人
に

出
会
う
機
会
が
、
少
な
か
ら
ず

あ
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
、
私
の

支
援
の
範
囲
内
で
の
見
解
で
す

が
、
20
代
後
半
で
転
職
歴
の
多

い
若
手
に
、
こ
の
タ
イ
プ
が
多

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
在
籍
し
た
会
社
で
、
そ
れ
な

り
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
も
の

の
、
給
与
や
評
価
に
対
す
る
不

満
や
、
上
司
と
合
わ
な
い
な
ど

の
理
由
で
、
1
年
く
ら
い
の
在

籍
期
間
で
、
会
社
を
転
々
と
し

て
い
る
場
合
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
最
も
深
刻
な
ポ
イ

ン
ト
は
、
他
責
感
情
が
強
く
、

自
己
を
振
り
返
る
こ
と
を
し
な

い
（
自
分
は
常
に
正
し
い
）
と

い
う
姿
勢
で
す
。

　

高
す
ぎ
る
自
己
肯
定
感
は
、

結
果
的
に
は
、
自
分
の
キ
ャ
リ

ア
を
迷
走
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
支
援
に
携
わ
る
立
場
と
し
て
、

こ
の
タ
イ
プ
の
人
達
を
冷
静
な

視
点
で
、
自
分
を
客
観
視
す
る

思
考
ス
タ
イ
ル
に
導
く
こ
と
に
、

こ
れ
か
ら
も
力
を
注
い
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（

了
）

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　
山 

田　
英 

子

２　
　
回

シ
リ
ー
ズ
２

就
職
を
目
指
す
、
今
ど
き
の
若
者
の
「
心
の
内
」
に
あ
る
も
の

若
者
の
自
己
肯
定
感
の
《
功
と
罪
》
に
つ
い
て
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（
公
社
）仙
南
法
人
会　
広
報
委
員
会

委
員
長　

春
日
部
泰
昭

創
刊
50
号
に
想
う

会報誌発行50回記念特集

会報誌でたどる仙南法人会のあゆみ
発行
№

発行
年月 主な記事等 備　考

１ 5.7 ・会員の情報共有及び健全経営に資する目的として、会報「仙南法人会会報」
　の発行開始（渡邊佐男会長） 会報誌創刊

２ 6.1 ・管理者養成のための「中堅管理者養成セミナー」模様　等

３ 6.7 ・所得税、法人税の「特別減税」の説明会模様　等

４ 7.1 ・有限会社の「最低資本制度（Ｈ3.4.1施行）」による対応研修模様　等

５ 7.7 ・「PL法（製造物責任法）施行（Ｈ7.7.1）」に伴う対応について　等

６ 8.1 ・「青年部会・設立準備委員会」模様　等

７ 8.8 ・「青年部会を設立（Ｈ8.2.27）し、初代部会長に吉見光宣氏を選出」模様　等 青年部会設立

８ 9.1 ・「消費税税率改定（Ｈ9.4.1：3％⇒5％）」に伴う注意点等について
・改正労働基準法「週/40時間労働制（Ｈ9.4.1）」について　等

９ 9.8 ・仙南法人会の事業活動の一環として、社会貢献事業の推進を決定　等

10 10.1 ・パートタイマーと時間外割増賃金について　等

11 10.8 ・法人関係法令改正に伴う法人税率（Ｈ10.4.1：33.0%⇒30.7%）変更
・青年部会による「小学生相撲（わんぱく相撲）大会」支援を開始等

12 11.1 ・実務セミナーとして「公益法人会計基準」勉強会を開始　等

　

平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）

７
月
の
創
刊
以
来
、
今
回
で
50

号
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
年
２
回
の
発
刊
を
、
途
切

れ
る
こ
と
な
く
毎
年
継
続
し
、

25
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
当
時
は
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
が

進
み
、
地
方
に
も
じ
わ
じ
わ
と

不
況
の
波
が
押
し
寄
せ
、
以
降

20
年
以
上
の
長
期
不
況
が
続
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時

代
背
景
の
中
、
平
成
９
年
２
月

に
は
、
青
年
部
会
が
設
立
し
、

機
を
同
じ
く
し
て
始
ま
っ
た
社

会
貢
献
事
業
の
推
進
に
、
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。
平
成
11
年
11
月

に
は
女
性
部
会
が
設
立
と
な
り
、

女
性
ら
し
い
き
め
細
か
な
社
会

貢
献
、
子
供
た
ち
を
対
象
に
し

た
租
税
教
室
、
絵
葉
書
コ
ン

ク
ー
ル
等
、
法
人
会
の
認
知
度

向
上
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
は
、
各
方
面

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

当
法
人
会
も
公
益
法
人
化
に
向

け
て
準
備
中
で
し
た
が
、
１
年

延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
り
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
公
益
社
団
法
人
仙
南
法
人
会

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
創
刊
か
ら
の
会
報
を
見
る
機

会
を
得
、
往
時
の
こ
と
を
思
い

出
し
、
初
心
に
帰
る
こ
と
は
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

発
刊
に
携
わ
っ
た
先
輩
諸
氏
に

深
い
敬
意
と
感
謝
を
表
し
、
さ

ら
に
充
実
し
た
親
し
み
の
持
て

る
広
報
誌
を
今
後
の
目
標
と
し

て
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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会報誌発行50回記念特集

発行
№

発行
年月 主な記事等 備　考

13 11.8 ・「女性部会設立準備委員会」模様　等

14 12.1 ・「女性部会を設立（Ｈ11.11.15）」し、初代部会長に古積恭子氏を選出　等 女性部会設立

15 12.8 ・「社団化20周年記念事業実行委員会設立（Ｈ12.5.22）」模様　等

16 13.1 ・「社団化20周年記念事業準備委員会」発足　等

17 13.8 ・「社団化20周年記念式典」の会員への案内　
・後藤正太郎氏会長就任（Ｈ13.6.1）模様　等 後藤正太郎氏会長就任

18 14.1 ・「社団化20周年記念式典（Ｈ13.9.21）」模様　等

19 14.8 ・事業承継等に伴う「相続税、贈与税説明会」模様　等

20 15.1 ・国税庁HPによる所得税確定申告書（e-Tax）開始に伴う利用促進に
　ついて　等

21 15.8 ・法人会活動の充実に向けて、県法連によるアンケート調査実施結果
　報告模様　等

22 16.1 ・価格表示の「総額表示の義務付け（Ｈ16.4.1）」について　等

23 16.8 ・女性部会による「地球環境保護活動の方針」決定模様　等

24 17.1 ・消費税の「事業者免税点の引き下げ（Ｈ16.4.1）」について　等

25 17.8 ・「青年部会10周年記念式典」準備委員会発足
・渡邊大助氏会長就任（Ｈ17.5.18）模様　等 渡邊大助氏会長就任

26 18.1 ・「青年部会10周年記念式典」模様　等

27 18.8 ・「ｅ－Ｔａｘ」推進に向けた実務研修会模様　等

28 19.1 ・女性部会による小学生対象とした「租税教室」の開始　等

29 19.8 ・女性部会による社会貢献活動として「福祉施設にタオル寄贈」を開始
・経理等の実務研修として「中小企業会計啓発・普及セミナーを開始等

30 20.1 ・青年部会による社会貢献活動として「阿武隈リバーサイドマラソン」
　へ案内標識の寄贈　等

31 20.8 ・経営セミナーの「知得税（知って得する税金の知識）」について　等

32 21.1 ・青年部会による小学生対象とした「租税教室」や、地球環境保護を目
　的に「エコキャップ回収活動」開始　等

リーマンショックによる
金融危機発生（Ｈ20.9.15）

33 21.8 ・税務署のサービス向上にむけ、受付窓口の一本化について　等

34 22.1 ・「女性部会10周年記念事業」準備委員会発足模様　等
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◆日　時　平成30年２月23日（金）10時～ 15時
◆場　所　各税理士事務所（※相談希望の方は平成30年２月19日（月）
　　　　　　　　　　　　　までに事務局にご連絡下さい。）
◆内　容　所得税の確定申告相談、確定申告の作成指導、
　　　　　消費税等の税務相談
◆主　催　東北税理士会大河原支部
◆事務局　川田正宣税理士事務所　℡　0224-25-2561

税 理 士 記 念 日

無 料 相 談 会
　税理士法に基づき、社会奉仕活動の一環として、小規模な
事業者のために東北税理士会大河原支部主催による相談会を
開設します。

税
理
士
会
に
よ
る
無
料
相
談
所
と
は

会報誌発行50回記念特集

発行
№

発行
年月 主な記事等 備　考

35 22.8 ・女性部会による小学生を対象とした税の「絵はがきコンクール」を開始　等

36 23.1 ・大河原税務署より、青年部会、女性部会の租税教育活動（小学生を対象とし
　た租税教室）に対し感謝状の贈呈模様　等

37 23.8 ・「東日本大震災（Ｈ23.3.11）による被災者、被災法人の税金の取扱」につい
　て　等

東日本大震災発生
（Ｈ24.3.11）

38 24.1 ・震災支援活動に対して白石市長より親会、女性部会へ感謝状の贈呈模様　等

39 24.8 ・女性部会による震災を教訓にした「節電運動（いちごＰＪ）」の開始
・会報名称を「仙南法人会報」から「法人ニュース仙南」に変更　等 会報誌名称変更

40 25.1 ・女性部会による東日本大震災の被災地に対して「復興応援活動」を開始　等

41 25.8 ・事業主の個人住民税の「特別徴収制度」のご案内について
・仙南法人会の社団法人から「公益社団法人（Ｈ25.4.1）」への移行　等

広報委員会発足
公益社団法人へ移行

42 26.1 ・「消費税法改正（Ｈ26.4.1：5%⇒8%）」について　等

43 26.8 ・印紙税法改正に伴う領収証、契約書等の取扱いについて　等

44 27.1 ・青少年育成として「ボーイスカウト仙南地区白石第１団」へテント寄贈模様　等

45 27.8 ・マイナンバー（H28.1.1）導入に伴う研修会の開催
・白石川右岸築堤に自然環境保護を目的に「桜の苗木」寄贈模様　等

46 28.1 ・労働安全衛生法によるストレッチ制度導入（Ｈ27.12）について
・青年部会による「災害対策用テント」を白石市へ寄贈模様　等

47 28.8 ・「マイナンバー制度（Ｈ28.1.1）」開始に伴う取扱いについて　等

48 29.1 ・青年部会設立20周年記念式典模様
・青年部会による「日本宇宙少年団かくだ分団」へ備品寄贈模様　等

49 29.8 ・消費税税率改正（Ｈ31.10.1：8%⇒10%）に伴い、導入される「消費税軽減
　税率制度」についての講習会模様　等

　
わ
が
国
で
は
、
納
税
者
自
ら
が
自
分
の
所
得
や
税

額
を
計
算
し
て
納
付
す
る
（
自
主
申
告
納
税
制
度
）

を
採
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
税
理
士
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
の
中
で
納
税
者
が

正
し
く
申
告
し
、
納
税
で
き
る
よ
う
に
、
独
立
し
た

公
正
な
立
場
で
依
頼
者
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
申
告

書
類
の
作
成
指
導
や
税
務
代
理
な
ど
を
目
的
と
す
る

職
業
専
門
家
で
あ
り
ま
す
。
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山
田
白
石
市
長
及
び
志
村
白
石
市
議
会
議
長
へ

　     

当
会
税
制
委
員
長
佐
藤
義
信（
副
会
長
）よ
り

「
平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
書
」を
交
付

山田裕一白石市長へ税制改正を提言
場　
所
：
白
石
市
市
役
所
応
接
室　
交
付
日
：
平
成
29
年
12
月
４
日（
月
）

志村新一郎市議会議長へ税制改正を提言
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事業報告（平成29年８月～12月）

●税知識の普及等を図るため、改正税法説明会、新設法人説明会等を実施
【改正税法説明会】
・実施日：平成29年９月29日
・場　所：大河原税務署
・講　師：法人課税部門統括調査官　富樫　昭氏
　　　　　法人課税部門上席調査官　髙橋　孝吉氏
・参加者：23名

【中小企業会計啓発・普及セミナー】
・実施日：平成29年10月11日
・場　所：仙南建設会館（大河原町）
・講　師：税理士法人古田土会計　仙台支店長
　　　　　　　　高階　利金氏
・テーマ：企業の経営力強化と経営力向上
・参加者：14名

【税の絵はがきコンクールパネル展示会】
・実施日：平成29年10月30日～ 11月15日
・場　所：大河原税務署１Ｆ

【新設法人説明会】
・実施日：平成29年11月７日
・場　所：大河原税務署
・講　師：法人課税部門統括調査官　富樫　昭氏
　　　　　 法人課税部門上席調査官　髙橋　孝吉氏
・参加者：20名

【移動講演会】（ＡＩＵ損保共催セミナー）
・実施日：平成29年11月22日
・場　所：旅館　源兵衛
・講　師：社会保険労務士法人めぐみ事務所　所長
　　　　　　　特定社会保険労務士　大江　広満氏
・テーマ：有期雇用者の「無期転換ルール」への取組み方
・参加者：22名

【法人税等申告説明会】
・実施日：平成29年12月８日
・場　所：大河原税務署
・講　師：法人課税部門上席調査官　髙橋　孝吉氏
・参加者：12名

１．親会の活動状況

月次経理をいかにスピード化することが、経営
力強化へつながります！

小学生でもしっかり税金を理解している！

決算書作成後、申告調整により納付額の算定を行いま
す。申告調整が必要な項目に注意してください。また、
平成31年10月より消費税率変更があり、合わせて軽減
税率制度が導入されますので準備お願いします。

会社は収める税金のデパートです。確定
申告書の作成には決算利益と所得金額の
関係を理解して作成願います。

平成30年４月より、有期契約社員の「無期転
換ルール」の制度が開始されることで、就業規
則、雇用契約の見直しが必要となります！

中小企業経営強化税制の創設と中小企業投資促
進税制の延長、中小企業者等の法人税の軽減税
率の特例の延長等が改正となっています。
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【仙南ひまわり会との共催による講演会】
・実施日：平成29年11月21日
・場　所：しんきんホール（仙南信用金庫本店）
・講　師：伊藤　惇夫氏（政治アナリスト）	
・テーマ：今後の政局をどう読むか
・参加者：180名

【全国青年の集い・高知大会】
・実施日：平成29年11月10日
・場　所：高知県
・参加者：池田勲部会長ほか４名
・テーマ：未来へ継ぐ絆「志国高知」

【年末調整・消費税軽減税率説明会】
・実施日：平成29年11月16日～ 17日
・場　所：ホワイトキューブ、えずこホール
・講　師：法人課税部門統括調査官　富樫　昭氏　他
・参加者：501名

【経営講演会】
・実施日：平成29年12月３日
・場　所：遠刈田温泉バーデン家壮鳳
・講　師：齋藤　久長氏
　　　　　（㈱あぶくま測量設計　代表取締役）
・テーマ：身近なところで利用されいる測量技術
・参加者：17名

異業種交流による会員親睦

【親善ゴルフ大会】
・実施日：平成29年10月17日　・場　所：表蔵王国際ゴルフクラブ　・参加者：28人

２．青年部会活動模様

全国青年の集い・高知大会では、高い志を持っ
たメンバーの思いを、未来へしっかり継ぐ大
会となっています！

ドローンのを活用することで、短時間で、正
確な測量が可能となり、測量に多くの時間を
要した林地や山間エリアでも容易に測量が可
能となっています。

平成29年10月の衆議院選選挙は、予想に反
した結果となったが、今後は、国益、国民生
活の向上を求める与党の政策と、そのチェッ
ク機能としての野党の役割に期待したい。

年末調整説明会と合わせて、平成31年10月１日消費
税率変更における軽減税率制度導入の説明会を実施

今日は、ゼッコウチョウ、優勝目指して頑張るぞ～！ 優勝者・大宮哲蔵さんのスイングと表彰模様です！
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事業報告（平成29年８月～12月）

【女性部会による被災地視察復興応援・防災研修】
・実 施 日：平成29年11月８日
・場　　所：亘理町、山元町エリア
・活動内容：「震災語り部の会ワッタリ」防災研修及び被災地応援
・参 加 者：17名

【女性部会による節電活動（いちごプロジェクト）】
・実 施 日：平成29年12月19日
・場　　所：白石市・介護老人保健施設清風を訪問し
　　　　　　節電活動を実施
・活動内容：防寒グッズ（靴下）配布

青年部会・女性部会による租税教室模様

３．女性部会活動模様

【社会貢献活動】
・活動内容：恵まれない子供達へ生活及び就学物資等の支援。
　　　　　　今回は、支援活動家の「大槻　俊氏（丸森在住：元自衛官）」に同行し、生活支援物資等を届けた。
・実 施 日：平成29年11月12日～ 17日
・場　　所：カンボジア「イエグテッス　プリメリィ　スクール（Yaangtes Primary School）」
・同 行 者：春日部初世、庄司きく子

【租税教室】
・実施日：平成29年11月28日、12月４日、７日、12日、13日、15日
・場　所：《青年部会》北郷小、白石第２小、西住小　《女性部会》柴田小、越河小、村田第２小
・講　師：青年部会、女性部会メンバー　・テーマ：税金の役割、使われ方等について
・参加者：６小学校　180名

被災地の力強い復興をみて、元気を頂きました！ 寒くなりますが、体調に注意して、上手に節電し
てください。

会員からの善意の生活物資等を、恵まれない
子供達へ無事届けてきます！

国民には３大義務があり、税金を
払う義務もその１つです。

税金は、いろいろなところで皆さ
んを支えているですよ。

遠い日本から支援ありがとうございます、
一生懸命勉強して、恩返しします！
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４．各支部における税のPR活動及び経営支援活動等
【白石支部】（ＡＩＵ損保共催セミナー）
★経営セミナー「メンタルヘルス対策セミナー」
・実施日：平成29年12月５日
・場　所：白石商工会議所会議室
・講　師：ドリームサポート社会保険労務士法人
　　　　　特定社会保険労務士　大野　ゆかり氏
・参加者：１３名

【柴田支部】
★経営セミナー「消費税軽減税率制度」について
・実施日：平成29年11月22日
・場　所：柴田町商工会館
・講　師：公認会計士　手島　貴弘氏
・参加者：５名

【角田支部】
★税のＰＲ活動「かくだふるさと夏まつり」	
・実施日：平成29年８月14日
・場　所：仙台銀行角田支店駐車場

【蔵王支部】
★経営セミナー「円滑な事業承継の進め方」	
・実施日：平成29年12月５日
・場　所：遠刈田温泉蔵王町ふるさと文化会館
・講　師：宮城県事業引継支援センター　統括責任者
　　　　　弁護士　木坂　尚文氏
・参加者：９名

【柴田支部】
★税のPR活動「しばた産業フェスティバル」
・実施日：平成29年10月15日
・場　所：船岡小学校校庭

【大河原支部】
★税のPR活動「オータムフェスティバル」
・実施日：平成29年10月29日
・場　所：大河原町役場　駐車場

【蔵王支部】
★産業まつりにおける税のＰＲ活動等
・実施日：平成29年10月28日～29日
・場　所：蔵王町ふるさと文化会館

従業員がメンタルとなりうつ病等を発症する
と、会社が負担するコストは無限大となり、経
営に多大な損害が発生するリスクがあります！

消費税率ＵＰに伴い、２種類の消費税率制定さ
れ、取引形態により、消費税率が異なります。
台帳や、帳簿の管理が重要となります。

後継者問題の解決し株価譲渡と事業譲渡により
事業承継を行いますが、手続きが複雑なことか
ら、円滑に進めるためには、早期の事業承継が
ポイントとなります。

税金クイズで、もれなく便利グッズ
もらえま～す！

税の PRコーナー準備万端、我々
スタッフの体制もOKですよ！

うわー、１億円ってこんなに重
いんだ！

税の PR コーナーで準備OK で
す、気軽に立ち寄ってください、
税金クイズで素敵な商品も当り
ますよ！
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事業報告（平成29年８月～12月）

月 事　　　業 会　　議　　等

４
（７）全国女性フォーラム（鹿児島）
（18）監事監査会
（27）第１回理事会

５ （30）定時社員総会における記念講演会
・各支部、各部会総会時における税務研修会（４月～５月）

（30）定時社員総会
・各支部、各部会総会（４月～５月）

６ （10）わんぱく相撲仙南場所/青年部会
（13）法人税申告等に係る説明会（上半期）

（７）広報委員会
（12）税制委員会

７
（21）夏の節電啓発活動/女性部会
（26）社員セミナー
　　　医療格差とセカンドオピニオンの重要性

（19）組織・厚生委員会
（24）事業委員会

８ （14）税PR活動/角田支部 （23）第２回理事会・合同委員会・福利厚生連協

９ （29）改正税法説明会
（28）経営セミナー /消費税軽減税率（柴田支部）

（６）支部事務担当者会議
（12）東北税理士会大河原支部との協議会
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（11）中小企業会計啓発･普及セミナー
（17）親善ゴルフ大会
（15 ～ 29）税PR活動/各支部：（15）柴田、（29）大河原、
　　　　（28,29）蔵王、（15）川崎、（20 ～ 22）村田

（10/30 ～ 11/15）税に関する絵はがきパネル展示

（25）広報委員会
（31）中間決算監査会
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（７）新設法人説明会
（８）被災地復興支援（女性部会）
（８）経営セミナー /経営力パワーアップ講座（丸森支部）
（12 ～ 17）社会貢献活動/生活等物資支援（女性部会）
（16,17）年末調整説明会、消費税率の軽減税率説明会
（21）仙南ひまわり会講演会
（22）経営セミナー /消費税率の軽減税率（柴田支部）
（22）移動講演会/有期雇用者の無期転換ルール
（28）租税教室 （北郷小）

《税を考える週間：11 ～ 17日》
（10）全国青年の集い（高知）
（13）大河原税務署納税表彰式
（14）東北六県法人会連合会運営協議会
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（３）経営セミナー /測量技術について（青年部会）
（４）税制改正要望陳情
（５）経営セミナー /メンヘル対策セミナー（白石支部）
（５）経営セミナー /事業承継（蔵王支部）
（８）法人税申告等に係る説明会（下半期）
（19）冬の節電啓発活動（女性部会）
（４～ 13）租税教室：4/柴田小、7/白石第２小、
　　　　　 12/越河小、13/村田第２小、15/西住小

(３）青年部会全体交流会

５．主な事業の実施状況

【丸森支部】
★経営セミナー：経営力パワーアップ講座
・実施日：平成29年11月8日
・場　所：国民宿舎あぶくま荘
・講　師：横浜リンケージ社労士事務所
　　　　　　　代　表：蔵中一浩氏
・参加者：26名

【川崎支部】
★税のＰＲ活動「川崎商工祭」
・実施日：平成29年10月15日
・場　所：国道286号沿い特設会場（川崎町）

【村田支部】
★税のＰＲ活動「陶器市」
・実施日：平成29年10月20日～ 22日
・場　所：相山タクシー

税金クイズで、川崎名物
「玉コン」ゲット！働き方改革で経営力をパワー

アップすることができます！

税金クイズで、ほのぼのコー
ヒーいかが、小学生の税の絵は
がきコーナーもありますよ！
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税だより 税務署

○申告書作成会場
　大河原税務署
　柴田郡大河原町大谷字末広 12-1
　0224-52-2202
○設置期間
　平成30年２月16日（金）から３月15日（木）まで
　※土曜日・日曜日を除きます。
　※設置期間前は申告書作成会場を設けており
　　ません。
○開設時間
　午前９時から午後４時まで
　※提出は午後５時まで。
○留意事項
　平成28年分以降の確定申告書等の提出の際に
は、マイ　ナンバーの記載と本人確認書類の提
示又は写しの添付　が必要となります。

大
河
原
駅

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

国
道
４
号
線

白
石
川

（
大
河
原
バ
イ
パ
ス
）

至仙台

至福島

至仙台 大河原税務署

臨時駐車場

末広橋

尾形橋

大河原
郵便局

オ
ー
ガ

GS

至白石

申告書作成会場は大変混雑します。
ご自宅のパソコンで申告書の作成を！！
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国税　太郎

⑵ ⑶

■■病院
　　　　　　  　　　円

氏　名

㋐ ㋑ 円

平成　　　年分　医療費控除の明細書

円

⑴

円

医療費の区分

⑵のうち生命保険

や社会保険などで

補塡される金額

⑷のうち生命保険

や社会保険などで

補塡される金額

国税　太郎
　　　　　　　  　   円

医療費通知（※）を添付する場合、右記の⑴～⑶を記入します。 医療費通知に記載

された医療費の額

⑴のうちその年中に
実際に支払った医療
費の額

１ 医療費通知に関する事項

２ 医療費（上記１以外）の明細

医療保険者が発行する医療費の額等を通知する書類で、次の 項目が

記載されたものをいいます。

（例：健康保険組合等が発行する「医療費のお知らせ」）

①被保険者等の氏名、②療養を受けた年月、③療養を受けた者、

④療養を受けた病院・診療所・薬局等の名称、⑤被保険者等が

支払っ た医療費の額、⑥保険者等の名称

⑸支払った医療費

の額

※

「医療を受けた方の氏名」、「病院・薬局などの支払先の名称」ごとにまとめて記入することが

できます。上記１に記入したものについては、記入しないでください。

⑷
⑶

⑵⑴ 医療を受けた方

の氏名

病院・薬局などの

支払先の名称

☑診療・治療

□医薬品購入

□介護保険ｻｰﾋﾞｽ

□その他の医療費

□診療・治療

□医薬品購入

□介護保険ｻｰﾋﾞｽ

□その他の医療費

□診療・治療 □介護保険ｻｰﾋﾞｽ

※ この控除を受ける方は、セルフメディケーション税制は受けられません

医療費控除は

領収書が 提出不要となりました

医療費控除の明細書の記載例

平成 年分の確定申告から、領収書の提出の代わりに

国税太郎さんの例（生計が同じ妻：花子さん）

国税太郎さんが受けた医療

■■病院 診療 円

■■病院 診療 円

▲▲薬局 医薬品 円

国税花子さんが受けた医療

〇〇診療所 診療 円

医薬品 円

①

①

③

※医療費の領収書は自宅で5年間保存する必要があります。
（税務署から求められたときは、提示又は提出しなければなりません。）

②

“医療費控除の明細書” の添付

が必要となりました。

※医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。
（医療費通知とは、健康保険組合等が発行する「医療費のお知らせ」などです。）

作成コーナー

www.keisan.nta.go.jp 

医療費控除の申告は
確定申告書等作成コーナーで！

「医療費控除の明細書」も作成できます。

改正の
ポイント

税務署

• 医療を受けた人
• 病院・薬局
ごとに医療費を合計
して記載します。

（注）平成 年分から平成 年分までの確定申告については、医療費の領収書の添付又は提示によることもできます。

２ 医療費（上記１以外）の明細 欄の書き方
⑴ 医療を受けた方

ｓの氏名
⑵ 病院・薬局などの

支払先の名称
⑶ 医療費の区分

⑷ 支払った医療費
の額

国税 太郎 ■■病院 円

同上 ▲▲薬局 円

国税 花子 ○○診療所 円

①

②

③

☑診療・治療□介護保険サービス

□医薬品購入□その他の医療費

□診療・治療□介護保険サービス

☑医薬品購入□その他の医療費

☑診療・治療□介護保険サービス

☑医薬品購入□その他の医療費
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

環境に優しい植物油インキを
使用しております。

仙台総合支社
〒980-6122　宮城県青葉区中央1-3-1　アエル22F
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